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建
設
産
業
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
最
大
の

産
業
別
組
織
で
あ
る
日
本
建
設
産
業
職
員
労

働
組
合
協
議
会
（
日
建
協
、
三
六
組
合
、
組

合
員
約
三
万
一
〇
〇
〇
人
）
は
毎
年
一
一
月
、

組
合
員
約
一
万
人
を
対
象
に
労
働
時
間
に
関

す
る
調
査
（
時
短
ア
ン
ケ
ー
ト
）
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
ほ
ど
二
〇
一
三
年
の
結
果
（
回

答
者
数 

一
万
三
九
一
人
・
平
均
年
齢
三
九
・

四
歳
）
を
公
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
建
設

産
業
に
魅
力
を
感
じ
る
組
合
員
が
一
七
年
ぶ

り
に
五
割
を
超
え
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

三
〇
代
以
降
で
魅
力
を
感
じ
る
が
上
昇

　

時
短
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
建
設
産
業
の
魅

力
を
ど
う
感
じ
て
い
る
か
を
継
続
し
て
調
査

し
て
い
る
。
内
外
勤
別
に
建
設
産
業
に
魅
力

を
感
じ
る
組
合
員
の
割
合
を
経
年
で
み
る
と

図
１
の
と
お
り
。
バ
ブ
ル
崩
壊
直
後
の
一
九

九
二
年
に
七
割
を
超
え
て
い
た
建
設
産
業
に

魅
力
を
感
じ
る
組
合
員
の
割
合
は
、
九
〇
年

代
に
大
き
く
低
下
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は

上
昇
傾
向
と
な
り
、
今
回
の
調
査
で
は
一
九

九
六
年
以
降
一
七
年
ぶ
り
に
全
体
で
五
割
を

超
え
た
。

　

所
定
外
労
働
時
間
別
に
魅
力
を
感
じ
る
割

合
を
み
て
み
る
と
（
図
２
）、
前
年
に
比
べ

て
全
体
的
に
魅
力
を
感
じ
る
割
合
は
増
え
た

も
の
の
、
所
定
外
労
働
時
間
が
長
く
な
る
ほ

ど
「
魅
力
を
感
じ
る
割
合
」
が
減
り
、
一
〇

〇
時
間
以
上
で
は
前
年
の
調
査
と
ほ
ぼ
同
じ

割
合
と
な
る
。

　

ま
た
、
年
代
別
に
建
設
産
業
に
魅
力
を
感

じ
る
割
合
を
み
る
と
（
図
３
）、
二
〇
代
が

一
番
高
く
な
っ
て
い
る
。
前
年
調
査
と
比
較

す
る
と
、
二
〇
代
の
魅
力
を
感
じ
る
割
合
は

ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
が
、
三
〇
代
以
降
で
は
魅

力
を
感
じ
る
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
。

魅
力
を
感
じ
な
い
理
由
は
「
長
い
労

働
時
間
」「
低
い
賃
金
水
準
」

　

建
設
産
業
に
魅
力
を
感
じ
る
理
由
に
つ
い

て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
内
外
勤
者
の
半
数
以
上

が
「
建
設
し
た
も
の
が
後
世
に
残
る
」「
創
造

す
る
喜
び
が
あ
る
」
を
あ
げ
て
い
る
（
図
４
）。

　

建
設
産
業
に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
理
由
の
自
由
記
述
で
は
（
表
１
）、
全
年

代
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
決
定
な
ど
建

建
設
産
業
に
魅
力
を
感
じ
る
組
合
員
が 

　
一
七
年
ぶ
り
に
五
割
を
超
え
る

―
―
日
建
協
の
時
短
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら

図１　内外勤別　建設産業に魅力を感じる割合

図２　所定外労働時間別　建設産業に魅力を感じる割合

図３　年代別　建設産業に魅力を感じる割合

図４　内外勤別建設産業に魅力を感じる理由（３つ選択）

※ 魅力を感じる割合・・・「現在の建設産業に魅力を感じていますか」という設問に対して、「大いに魅力を感じる」と「まあ魅力を感じる」
と回答した組合員の合計の割合
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設
産
業
に
注
目
が
集
ま
っ
た
こ
と
や
、
景
気

の
回
復
で
将
来
に
希
望
が
も
て
る
よ
う
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
組
合
員
も
増
え
て
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
若
い
世
代
で
「
自
分
の
役

割
や
仕
事
の
達
成
感
の
共
有
」
に
関
す
る
理

由
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
に
つ
い

て
調
査
で
は
「
組
合
員
の
『
も
の
づ
く
り
』

に
対
す
る
思
い
は
強
く
、
そ
の
強
い
思
い
を

持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

　

次
に
、
建
設
産
業
に
魅
力
を
感
じ
な
い
理

由
を
内
外
勤
別
に
み
る
と
（
図
５
）、
外
勤

者
で
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
「
労
働
時
間

が
長
い
」
で
、
七
割
以
上
が
理
由
に
あ
げ
る
。

ま
た
、内
外
勤
と
も
に「
賃
金
水
準
が
低
い
」

こ
と
を
多
く
が
回
答
し
て
い
る
。
建
設
産
業

に
魅
力
を
感
じ
な
く
な
っ
た
理
由
で
も
（
表

２
）、「
と
に
か
く
労
働
時
間
が
長
い
」「
労
働

時
間
に
見
合
っ
た
賃
金
が
も
ら
え
な
い
」
と

い
っ
た
理
由
が
年
代
を
問
わ
ず
多
く
あ
が
っ

て
い
る
。

　

調
査
で
は
、
建
設
産
業
の
魅
力
向
上
の
た

め
に
は
、
長
時
間
労
働
の
解
消
、
賃
金
水
準

の
向
上
と
い
っ
た
労
働
環
境
の
改
善
が
早
急

に
求
め
ら
れ
る
と
す
る
一
方
、「
建
設
産
業
が

社
会
資
本
整
備
や
震
災
復
興
で
果
た
す
役
割
、

積
み
上
げ
て
き
た
高
度
な
技
術
を
広
く
世
の

中
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
組
合
員
の

『
も
の
づ
く
り
』に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
上
が
り
、
建
設
産
業
の
魅
力
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
」
と
し
て
い
る
。

所
定
外
を
削
減
し
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
を

　

所
定
外
労
働
時
間
別
の
仕
事
の
充
実
度
と

生
活
の
充
実
度
の
関
係
に
つ
い
て
、
組
合
員

は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
を
み
る
と

（
図
６
、
７
）、
仕
事
の
充
実
度
は
所
定
外

労
働
時
間
別
で
は
大
き
な
変
化
は
み
ら
れ
な

い
も
の
の
、
生
活
の
充
実
度
で
は
所
定
外
労

働
時
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
て
、
充
実
し
て

い
る
と
答
え
た
人
の
割
合
が
減
少
す
る
傾
向

に
あ
る
。

　

次
に
、
休
日
取
得
日
数
別
仕
事
と
生
活
の

充
実
度
で
は
（
図
８
）、
休
日
取
得
日
数
が

増
え
る
に
つ
れ
て
、
仕
事
と
生
活
が
充
実
し

て
い
る
人
の
割
合
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
。

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、
調
査
で
は
「
所

定
外
労
働
時
間
の
削
減
や
休
日
取
得
の
推
進

を
行
う
こ
と
で
、
仕
事
と
生
活
の
充
実
度
が

向
上
し
、
組
合
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
の
実
現
に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
建

設
産
業
の
魅
力
化
に
つ

な
が
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
」
と
し
て
い
る
。

土
曜
日
を
休
め
る

産
業
へ
―
―
統
一

土
曜
閉
所
運
動
の

推
進

　

日
建
協
で
は
、
作
業

所
を
閉
所
す
る
こ
と
で

心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
さ
せ
、「
休
む
こ
と

の
大
切
さ
」
に
気
づ
い

て
も
ら
い
、
時
短
意
識

の
高
揚
に
つ
な
が
る
よ

表１　建設産業に魅力を感じるようになった理由（自由記述）

表２　建設産業に魅力を感じなくなった理由（自由記述）

図５　内外勤別建設産業に魅力を感じない理由（３つ選択）

図６　所定外労働時間別　仕事の充実度図８　休日取得日数別　仕事と生活の充実度

図９　統一土曜閉所率の推移（11月）

注）振替を含めた全体の閉所率

図７　所定外労働時間別　生活の充実度

・景気回復により建設産業の将来に希望がもてるようになった（全年代）
・東京オリンピックなど今後の建設産業に注目が集まった（全年代）
・経験を積むことでこなせる仕事が増えた（20～ 30代）
・重要な仕事を任されることが多くなった（20～ 30代）
・完成時の達成感を仲間同士で共有できるようになった（30代）

・とにかく労働時間が長い（全年代）
・労働時間に見合った賃金がもらえない、賃金が低い（全年代）
・建設産業の悪いイメージが目立つ（全年代）
・技能労働者をはじめ建設産業に従事する若い年代が少なく将来が不安
　（20～ 30代）
・仕事量と責任が増し「ものづくり」への魅力が薄れた（20～ 40代）
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う
に｢

統
一
土
曜
閉
所
運
動｣

に
取
り
組
ん

で
い
る
。
二
〇
一
三 

年
一
一
月
の
運
動
で

は
図
９
の
よ
う
に
、
全
体
の
閉
所
率
は
前
回

を
下
回
る
四
六
・
一
％
で
実
施
。
工
事
別
に

み
る
と
、
土
木
は
五
一
・
七
％
で
前
回
よ
り

五
・
七
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
低
下
と
な
り
、
建

築
は
四
一
・
三
％
で
依
然
と
し
て
低
い
閉
所

率
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
一
月
の
工
事
分
類
別
土
曜
閉
所
回
数
を

み
て
み
る
と
（
図
10
）、
今
回
調
査
し
た
一

一
月
の
土
曜
日
は
五
日
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
四
日
し
か
な
か
っ
た
前
回
と
比
べ
て
も

建
築
・
土
木
と
も
平
均
閉
所
回
数
は
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
土
曜
日
に
一

回
も
閉
所
で
き
な
か
っ
た
作
業
所
は
、
建
築

で
六
四
・
八
％
、
土
木
で
は
五
五
・
〇
％
と

な
っ
て
い
る
。

　

所
定
外
労
働
時
間
別
に
統
一
土
曜
閉
所
実

施
状
況
を
み
る
と
、四
五
時
間
未
満
で
は「
当

日
閉
所
し
た
」
が
三
四
・
八
％
だ
が
、
所
定

外
労
働
時
間
が
増
加
す
る
に
つ
れ
て
減
少
し
、

一
〇
〇
時
間
以
上
で
は
一
一
・
六
％
ま
で
低

下
す
る
。
所
定
外
労
働
時
間
別
に
統
一
土
曜

閉
所
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
を
み
る
と
（
図

11
）、「
工
程
が
厳
し
い
」
が
も
っ
と
も
多
く
、

所
定
外
労
働
時
間
が
増
え
る
に
つ
れ
て
工
程

が
厳
し
い
こ
と
を
理
由
に
あ
げ
る
人
の
割
合

も
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
所
定
外
労
働
時
間
別
に
閉
所
が
で

き
た
理
由
を
み
る
と
（
図
12
）、「
作
業
所
長

の
土
曜
閉
所
運
動
参
加
意
識
が
高
い
」
が

も
っ
と
も
多
く
、
工
程
に
関
す
る
理
由
の
他
、

「
事
前
準
備
を
し
っ
か
り
行
っ
た
」「
会
社
か

ら
指
導
さ
れ
た
」
も
多
く
あ
が
っ
て
い
る
。

　

作
業
所
勤
務
者
を
対
象
と
し
た
、
作
業
所

閉
所
回
数
別
一
一
月
の
個
人
の
休
日
取
得
日

数
と
所
定
外
労
働
時
間
の
関
連
性
を
み
る
と
、

作
業
所
閉
所
回
数
が
少
な
い
ほ
ど
、
個
人
の

休
日
取
得
日
数
も
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
交

代
で
休
む
こ
と
に
も
限
界
が
あ
る
。
日
曜
日

の
休
日
取
得
日
数
に
は
大
き
な
差
が
な
い
こ

と
か
ら
、「
土
曜
日
に
閉
所
す
る
こ
と
で
、
個

人
の
休
日
取
得
日
数
が
増
加
し
、
所
定
外
労

働
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ

る
」
と
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
て
調
査
は
「
統

一
土
曜
閉
所
率
を
向
上
す
る
た
め
に
は
『
適

正
な
工
期
』『
作
業
所
長
の
閉
所
意
識
』『
事
前

準
備
』『
会
社
の
指
導
』
が
必
要
で
あ
る
」
と

し
て
お
り
、日
建
協
で
は
、土
曜
日
が
休
め
る

産
業
と
な
る
た
め
に
引
き
続
き
行
政
、
発
注

者
、業
界
団
体
、企
業
、
未
加
盟
組
合
な
ど
へ

運
動
の
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
考
え
だ
。

（
調
査
・
解
析
部
）

図 10　工事分類別　土曜閉所回数

図11　所定外労働時間別　統一土曜閉所ができなかった理由
　　　上位５項目（３つ選択）

図12　所定外労働時間別　統一土曜閉所ができた理由
　　　上位５項目（３つ選択）
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